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◆平成20年度予算が決まりました…2Ｐ
・一般会計・特別会計合わせて344億6,460万円

◆医療年金だより…4Ｐ
・医療福祉制度（マル福）が一部変更になります

・高齢者の医療費の現状

◆固定資産税に係る縦覧および閲覧…6Ｐ

◆交通安全…7Ｐ
・チャイルドシート購入費補助の特例措置

◆新・牛久ごみニュース…8Ｐ
・4月から資源物の品目が増えます！

◆平成20年度狂犬病予防定期集合注射…9Ｐ

◆としょかん…10Ｐ
・「こどもとしょかんまつり」にあそびにきてね！

◆消費生活センターだより…11Ｐ

・金融商品のトラブルにご注意！

◆みんなの農業…11Ｐ
・地球にやさしいたい肥づくり

◆話題・街にひろう…12Ｐ
・うしく環境シンポジウム

・牛久警察署と協定を締結

・第2回小川芋銭展

◆歴史・読み物�昔の牛久…16Ｐ
・「住井すゑとその文学の里（二十六）」

◆体育協会だより、文化協会だより…17Ｐ
・第15回ヘルシーボール大会

・加盟団体紹介…つつじ会茶道裏千家

◆暮らしの情報…18Ｐ
・市民活動災害補償制度

・うしく河童米のオーナーになりませんか

・河童大根を作ってみませんか

・市立保育園の子育て支援

・ビエンナーレうしく展覧会

・「わくわく」で日中一時支援事業を始めます

◆今月のたいへんよくできました…26Ｐ
・たんぽぽ保育園のお友だち

◆平成20年度予算が決まりました…2Ｐ

主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し�美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ�明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく�福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ�豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず�平和なまちをつくりましょう

祝卒業！で「いもまん！」
卒業記念給食に地元の味

　市内にある専門学校の学生が、市の特産品

であるサツマイモを使ったメニューを考案し、

市内の工場で作られた「いもまん！」が３月７

日、市内の小中学校の給食に出されました。

　この日は、今春卒業した小学６年生と中学

３年生、約１，５００人が地元の味を楽しみました。

岡田小学校（前野元文校長）では、６年生１５３

人が「いもまん！」に舌鼓。「甘くておいしい」と

大好評でした。（15ページに関連記事）
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平成２０年度牛久市一般会計予算は  ２０４億６，０００万円（対前年度比4.2％増）

一般会計・特別会計　合わせて３４４億６，４６０万円
　

２
月
�9
日
か
ら
３
月
�1
日
ま
で
行
わ
れ
た
平
成
�0
年
第
１
回
牛
久
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
平
成
�0
年
度
の
牛
久
市
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
一
般
会
計
と
平
成
�0
年
４
月

に
新
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
を
含
む
８
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て

３
４
４
億
６
４
６
０
万
円
、
前
年
度
比
３
・
９
％
減（
前
年
度
３
５
８
億
５
３
３
０
万
円
）

の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
平
成
�0
年
度
予
算
で
予
定
さ
れ
る
各
事
業
な

ど
の
中
か
ら
主
な
も
の
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

◆
総
務
費

前
納
報
奨
金
を
支
給
す
る（
２
９
７
９
万
３

０
０
０
円
）…
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
を
前
納
し
た
方
に
報
奨
金
を

支
給
し
ま
す
。

公
用
車
を
管
理
す
る（
５
４
３
４
万
６
０
０

０
円
）
…
福
祉
巡
回
バ
ス（
１
６
８
０
万

円
）を
購
入
し
ま
す
。

防
犯
灯
を
維
持
管
理
す
る（
１
８
８
４
万
４
０

０
０
円
）…
行
政
区
に
対
し
防
犯
灯
電
気
料

を
補
助（
80
％
）し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る（
９
６
３
万
９
０

０
０
円
）
…
市
内
公
共
施
設
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
ま
す
。

行
政
区
集
会
施
設
の
整
備
や
管
理
に
対
す
る

助
成
を
す
る（
３
０
０
９
万
６
０
０
０
円
）

…
集
会
所
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
民
生
費

児
童
手
当
を
支
給
す
る（
５
億
１
８
１
４
万

３
０
０
０
円
）
…
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

公
立
保
育
園
で
給
食
を
提
供
す
る（
５
７
７
７

万
１
０
０
０
円
）
…
保
育
園
の
給
食
に
お
い

て
主
食（
ご
飯
・
パ
ン
）も
提
供
し
、
完
全
給

食
を
実
施
し
ま
す
。

牛
久
駅
西
地
区
保
育
園
を
整
備
す
る（
４
億
１

３
４
８
万
１
０
０
０
円
）
…
牛
久
駅
西
地
区

に
保
育
園
を
建
設
し
ま
す
。

民
間
保
育
園
の
運
営
を
支
援
す
る（
２
億
３
０

２
７
万
８
０
０
０
円
）
…
市
内
民
間
保
育
園

の
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る（
７
５
９
２
万
５
０

０
０
円
）
…
小
学
校
３
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
６
年

生
ま
で
を
対
象
と
し
ま
す
。

◆
衛
生
費

中
１
・
高
３
に
麻
疹
風
疹
混
合（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接

種
を
実
施
す
る（
１
０
１
９
万
８
０
０
０
円
）

…
国
の「
麻
し
ん
排
除
計
画
」に
基
づ
き
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
す
る（
２
４
１
万
２
０

０
０
円
）…
「
う
し
く
健
康
プ
ラ
ン
21
」の
計

画
に
基
づ
き
歯
科
保
健
の
予
防
強
化
を
推
進

し
ま
す
。

清
掃
工
場
を
維
持
管
理
す
る（
５
億
１
１
８
１

万
円
）
…
清
掃
工
場
の
大
規
模
改
修
を
行
い

ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
運
用
す
る（
21
万

６
０
０
０
円
）
…
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

に
基
づ
き
地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
農
林
水
産
業
費

農
業
や
漁
業
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る（
１
４

０
７
万
７
０
０
０
円
）…
農
業
用
資
材
購
入
や

出
荷
用
梱
包
箱
購
入
を
助
成
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
止
す
る（
９
７
２
万

９
０
０
０
円
）
…
荒
廃
地
を
整
地
し
、
農
地

へ
の
回
復
を
促
進
し
ま
す
。

◆
商
工
費

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
を
助
成
す
る

（
２
３
０
５
万
９
０
０
０
円
）…
市
内
商
業
の

発
展
と
振
興
の
た
め
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

牛
久
沼
周
辺
を
整
備
す
る（
２
億
５
４
６
万
円
）

…
牛
久
沼
周
辺
を
整
備
し
、
既
存
の
観
光
施

設
と
連
携
し
、観
光
の
振
興
を
促
進
し
ま
す
。

◆
土
木
費

道
路
新
設
改
良
費（
６
億
９
０
９
９
万
７
０
０

０
円
）

・
牛
久
地
区
の
市
道
を
改
良
舗
装
す
る（
１
４

３
５
万
８
０
０
０
円
）

・
岡
田
地
区
の
市
道
を
改
良
舗
装
す
る（
５
４
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一般会計・特別会計　合わせて３４４億６，４６０万円

平成20年度 平成19年度 増減額 伸率（％）
　一般会計 204億6,000万円 196億3,000万円 8億3,000万円 4.2
国民健康保険事業特別会計 72億3,400万円 67億1,260万円 5億2,140万円 7.8
公共下水道事業特別会計 20億7,100万円 20億7,900万円 △800万円 △0.4
青果市場事業特別会計 2,080万円 2,090万円 △10万円 △0.5
老人保健事業特別会計 3億9,600万円 39億9,610万円 △36億10万円 △90.1
小規模水道事業特別会計 2,380万円 2,350万円 30万円 1.3
介護保険事業特別会計 27億800万円 24億7,120万円 2億3,680万円 9.6
工業用地造成事業特別会計 8億500万円 9億2,000万円 △1億1,500万円 △12.5
後期高齢者医療事業特別会計 7億4,600万円 0円 7億4,600万円 皆増
特別会計合計 140億460万円 162億2,330万円 △22億1,870万円 △13.7

合　　　　計 344億6,460万円 358億5,330万円 △13億8,870万円 △3.9

１
８
万
２
０
０
０
円
）

・
奥
野
地
区
の
市
道
を
改
良
舗
装
す
る（
４
１

４
２
万
３
０
０
０
円
）

・
市
道
53
号
線
を
改
良
舗
装
す
る（
５
５
１
０

万
円
）…
向
台
小
前
改
良
舗
装
工
事（
全
体
計

画
延
長
５
０
０
ｍ
）

・
牛
久
駅
西
口
ア
ク
セ
ス
道
路
を
建
設
す
る

（
４
１
５
６
万
４
０
０
０
円
）…
田
宮
町
地
内

　

改
良
工
事
延
長
１
０
０
ｍ

都
市
計
画
街
路
城
中
・
田
宮
線
を
建
設
す
る（
２

０
５
０
万
円
）…
用
地
測
量
・
実
施
設
計

牛
久
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

建
設
す
る（
３
３
９
６
万
９
０
０
０
円
）…
牛

久
駅
自
由
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る

た
め
昇
降
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

根
古
屋
川
を
拡
幅
す
る（
４
７
７
５
万
円
）…
根
古

屋
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
住
宅
な
ど
へ
の
浸
水

冠
水
を
防
ぐ
た
め
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆
消
防
費

稲
敷
広
域
消
防
東
部
出
張
所
を
建
設
す
る（
３

５
２
７
万
５
０
０
０
円
）
…
出
張
所
を
建
設

し
、
東
部
地
区
の
消
防
防
災
拠
点
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

消
防
車
を
購
入
す
る（
１
２
８
５
万
円
）…
消
防

水
利
の
少
な
い
場
所
や
消
防
水
利
か
ら
遠
い

場
所
で
の
火
災
に
対
し
、
迅
速
な
消
化
活
動

を
可
能
に
し
ま
す
。

◆
教
育
費

（
仮
称
）
ひ
た
ち
野
牛
久
小
学
校
を
建
設
す
る

（
11
億
９
０
０
１
万
７
０
０
０
円
）…
ひ
た
ち

野
地
区
に
新
設
校
を
建
設
す
る
た
め
に
用
地

の
購
入
を
し
ま
す
。（
２
万
８
０
０
０
㎡
）

下
根
中
の
校
舎
を
増
築
す
る（
２
３
６
６
万
３

０
０
０
円
）
…
下
根
中
の
職
員
室
の
増
築
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

国
民
文
化
祭
を
開
催
す
る（
１
５
６
４
万
７
０

０
０
円
）
…
第
23
回
国
民
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
増
設
す
る

（
３
８
５
５
万
２
０
０
０
円
）…
駐
車
場
を
増

設
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

特
別
会
計
予
算

（
新
規
ま
た
は
主
な
事
業
な
ど
の
み
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
運
営（
７
億
１

１
３
３
万
３
０
０
０
円
）
…
高
齢
者
医
療
制

度（
75
歳
か
ら
）
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
保
険
料

と
医
療
費
を
拠
出
し
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

公
共
下
水
道（
汚
水
）
建
設
事
業（
１
億
７
９
６

３
万
４
０
０
０
円
）
…
汚
水
管
渠
を
整
備
し

ま
す
。（
中
柏
田
、
第
８
岡
見
、
田
宮
）

◆
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

東
部
工
業
用
地
を
拡
張
す
る（
７
億
５
６
８
１

万
８
０
０
０
円
）
…
筑
波
南
奥
原
工
業
団
地

を
拡
張
し
ま
す
。

平成20年度各会計当初予算の状況

問い合わせ　市行政経営課☎873-2111
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医
療
福
祉
制
度（
マ
ル
福
）が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

◎
妊
産
婦
の
方
で
青
色
の
医
療
福
祉
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
の
医
療
機
関

な
ど
へ
の
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

◎
７
月
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
の
所
得

制
限
が
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す

◎
重
度
心
身
障
害
者
の
方
で
マ
ル
福
を

受
給
さ
れ
て
い
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
方
は
、
７
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
加
入
が
必
要
に
な
り

ま
す

　

重
度
心
身
障
害
者
の
方
で
、
マ
ル
福

を
受
け
て
い
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
は
、
７
月
以
降
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
加
入
さ
れ
な
い
と
マ
ル
福
が
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
必

要
な
方
に
は
、
６
月
上
旬
に
案
内
の
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
医
療
年
金
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
健

診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

【
変
更
前
】

　

３
月
診
療
分
ま
で
は
、
医
療
福
祉

費
支
給
申
請
書
を
提
出
し
一
部
負
担

金（
３
割
）
を
支
払
い
、
後
か
ら
医
療

福
祉
費
を
指
定
口
座
に
振
り
込
み

【
変
更
後
】

　

４
月
診
療
分
か
ら
、
外
来
の
場
合

１
日
に
つ
き
６
０
０
円
、
医
療
機
関

ご
と
に
月
２
回
ま
で
自
己
負
担
の
み

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
調
剤
薬
局

の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院

の
場
合
１
日
３
０
０
円
、
月
の
上
限

３
０
０
０
円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
医
療
福
祉
費
支
給
申
請
書
の
提

出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

➡

※
県
外
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
従
来
と
同
じ
方
法
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

税法上の

扶養親族数
本人の所得

配偶者および

扶養義務者の所得
0人 5,129,000円未満 6,287,000円未満

1人 5,509,000円未満 6,536,000円未満

2人 5,889,000円未満 6,749,000円未満
3人 6,269,000円未満 6,962,000円未満

4人以上
以下1人につき
380,000円ずつ加算

以下1人につき
213,000円ずつ加算

　

4
月
か
ら
、
お
の
お
の
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
が
実
施
す
る
健
診
を
受

診
す
る
こ
と
に
な
り
、
内
容
も
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健

診（
特
定
健
診
）に
な
り
ま
す
。
政
府
管

掌
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以

上
の
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
が
発
行

す
る
受
診
券
を
利
用
し
て
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
40
歳
以
上
の
加
入
者
本
人
】…
従
来
実

施
し
て
い
る
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
、
各
事
業
所
が
行
う
定
期
健
康
診

断
ま
た
は
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

【
40
歳
以
上
の
加
入
者
の
扶
養
家
族
】…

近
隣
の
医
療
機
関
、
ま
た
は
検
診

車
な
ど
で
行
う
集
団
の
特
定
健
診
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
今
ま
で
牛
久

市
の
基
本
健
診
を
受
診
し
て
い
た
方

は
、
今
後
は
こ
ち
ら
の
健
診
を
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
健
診
の
受
診
に
は
、
社
会
保
険
事
務

所
が
発
行
す
る
受
診
券
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
詳
細
は
事
業
所
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

茨
城
社
会
保
険
事
務
局

保
険
課
☎
０
２
９
・
３
０
２
・
３
１
０
５

※従来の所得制限は本人、配偶者および扶養義務者の所得が1,000
万円未満でしたが、上記の表のように所得制限が引き下げられ
ます。
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75
歳
以
上
の
高
齢
者（
65
歳
以
上
で

一
定
の
障
害
を
有
す
る
方
を
含
む
）に

か
か
わ
る
医
療
費
の
増
大
に
よ
り
、
保

険
制
度
全
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
牛
久
市
の
高
齢
者
医
療
対
象
者
は

約
５
６
０
０
人
。
こ
の
対
象
者
が
医
療

機
関
で
受
診
す
る
と
通
常
１
割（
所
得
に

よ
っ
て
は
３
割
）の
医
療
費
を
窓
口
で
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
負

担
が
１
割
の
場
合
、
残
り
の
９
割
を
保

険
制
度
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
牛
久
市
が
負
担
す
る
高
齢
者
の
医

療
費
は
、
平
成
18
年
度
実
績
の
１
年
間

で
約
40
億
円
。
１
人
あ
た
り
に
す
る
と

70
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
今
月
か
ら
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
新
た
な
医
療
制
度（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）が
始
ま
り
ま
す
。

◆
牛
久
市
高
齢
者
の
受
診
傾
向
と
疾
病

の
特
性

　

牛
久
市
が
医
療
機
関
へ
支
払
う
高
齢

者
の
医
療
費
は
、
毎
月
約

３
億
３
０
０
０
万
円
。
特

に
寒
い
12
月
に
は
多
く
の

医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
地
球
温
暖
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

気
温
の
低
下
と
正
月
休
み

が
相
ま
っ
て
年
末
か
ら
年

始
の
休
み
明
け
に
か
け
て

受
診
が
集
中
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
構

成
は
、
お
お
む
ね
入
院
が

55
％
、
通
院
が
32
％
、
薬

剤
が
13
％
と
な
っ
て
お
り
、

半
分
以
上
を
入
院
費
用
が

占
め
て
い
ま
す
。
件
数
的

に
は
比
較
的
少
な
い
に
も

国
保
窓
口
負
担
の
見
直
し

　

４
月
の
医
療
機
関
へ
の
通
入
院
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
の
３
歳
か
ら
就
学

前
の
被
保
険
者
の
窓
口
負
担
割
合
を
３

割
か
ら
２
割
へ
引
き
下
げ
、
70
歳
か
ら

74
歳
の
被
保
険
者
の
窓
口
負
担
割
合
は

１
割
か
ら
２
割
へ
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
被
保

険
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
３
月
ま

で
引
き
続
き
１
割
負
担
に
据
え
置
か
れ

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

方
法
変
更

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
世
帯
主
の
方

で
あ
っ
て
、
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
方
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
を
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と（
特
別
徴
収
）に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
あ
る
こ
と

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額

が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
て
、
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と

牛久市における高齢者の疾病別受診状況上位10位
（平成19年5月診療分） 高

齢
者
の
医
療
費
の
現
状

か
か
わ
ら
ず
、
金
額
で
は
高
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
通
院
に
比
べ
て
医
療
費
が

高
く
な
る
の
は
当
然
で
す
が
、
特
に
高

齢
者
の
場
合
、
体
力
や
回
復
力
の
低
下

か
ら
入
院
日
数
が
ど
う
し
て
も
長
く

な
っ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
医
療
費
増

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
５
月
の
診
療
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
高
齢
者
が
医

療
機
関
に
か
か
る
原
因
と
な
っ
た
主
な

病
気
の
種
類
が
全
部
で
１
０
９
種
類
あ

り
、
そ
の
中
で
も
高
血
圧
性
疾
患
に
か

か
わ
る
医
療
費
が
最
も
多
く
、
次
に
糖

尿
病
、
脳
梗
塞
と
続
い
て
い
ま
す
。（
上

記
グ
ラ
フ
参
照
）

◆
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
を

　

か
か
っ
た
医
療
費
は
誰
か
が
負
担
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
40
億
円
に

も
の
ぼ
る
医
療
費
に
は
、
そ
の
支
払
い

の
た
め
に
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
保

険
料
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
病
気
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
遠
慮
な
く

相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ

と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康

を
日
々
見
つ
め
、
豊
か
な
人
生
を
お
う

歌
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）納
税
者

が
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

日
時　

４
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

市
税
務
課
窓
口（
市
役
所
本
庁

舎
３
階
）

縦
覧
で
き
る
方　

牛
久
市
内
の
土
地
・

家
屋
に
お
け
る
固
定
資
産
税
納
税
者

と
そ
の
同
居
の
親
族

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の　

保
険
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
、
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑
。
代

理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

縦
覧
で
き
る
帳
簿　

土
地
の
納
税
者

は
、
平
成
20
年
度
の
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
家
屋
の

納
税
者
は
、
平
成
20
年
度
の
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

記
載
事
項　

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価

格

　

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
、
建

築
年

手
数
料　

無
料

閲
覧
制
度
に
つ
い
て

　

納
税
義
務
者
な
ど
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
う
ち
自
己
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

期
間　

期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場
所　

市
税
務
課
窓
口（
市
役
所
本
庁

舎
３
階
）

閲
覧
で
き
る
方　

①
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
と
そ
の
同
居
の
親
族

②
土
地
に
つ
い
て
、
賃
借
権
そ
の
他
の

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限

る
）を
有
す
る
方

③
家
屋
に
つ
い
て
、
賃
借
権
そ
の
他
の

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限

る
）を
有
す
る
方

④
固
定
資
産
税
の
処
分
を
す
る
権
利
を

有
す
る
一
定
の
方（
所
有
者
・
破
産

管
財
人
な
ど
）

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
①
に

該
当
す
る
方
…
保
険
証
・
運
転
免
許

証
な
ど
、
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
も
の
、
印
鑑

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
②
③

に
該
当
す
る
方
…
賃
貸
借
契
約
書
な

ど
そ
れ
ら
を
証
す
る
も
の
、
印
鑑

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
④
に

該
当
す
る
方
…
売
買
契
約
書
・
登
記

済
証
な
ど
そ
れ
ら
を
証
す
る
も
の
、

印
鑑

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
①
～
④
い
ず

れ
も
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

閲
覧
で
き
る
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
①
に

該
当
す
る
方
は
、
所
有
し
て
い
る
土

地（
家
屋
）固
定
資
産
課
税
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
②
に

該
当
す
る
方
は
、
当
該
権
利
の
目
的

で
あ
る
土
地
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
③
に

該
当
す
る
方
は
、
当
該
権
利
の
目
的

で
あ
る
家
屋
お
よ
び
そ
の
敷
地
で
あ

る
土
地
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

・
上
記
の
閲
覧
で
き
る
方
の
う
ち
④
に

該
当
す
る
方
は
、
当
該
権
利
の
対
象

と
な
る
土
地（
家
屋
）の
固
定
資
産
課

税
台
帳

記
載
事
項

・
固
定
資
産
課
税
台
帳（
土
地
）…
所
有

者
の
住
所
、
氏
名
、
そ
の
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

・
固
定
資
産
課
税
台
帳（
家
屋
）…
所
有

者
の
住
所
、
氏
名
、
そ
の
所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格

手
数
料　

３
０
０
円（
た
だ
し
縦
覧
期

間
中
の
納
税
義
務
者
は
現
年
度
分
の

み
無
料
）

※
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
資
産
税
グ

ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
☎
８
７
３
・

２
１
１
１
Ｅ
メ
ー
ルzeim

u@
city.

ushiku.iba
ra

ki.jp

※
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
は
、
４
月
17
日
発

送
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
に
係
る
縦
覧
お
よ
び
閲
覧
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チャイルドシート購入費
補助の特例措置

　市では、平成19年4月1日から乳児を交通事故の被害から守るため

のチャイルドシートの利用促進を図るとともに、子育て支援事業の

一環として、チャイルドシートを購入した保護者に対し、その費用

の一部を補助しています。今年度は、平成18年度誕生のお子さんに

対し特例措置も定めました。

◆特例補助事業期間（申請期限）
　☆平成20年4月1日（火）から平成21年3月31日（火）

◆補助の対象になるもの
　☆チャイルドシート（国土交通省の定める安全基準に適合するもの）

　☆乳児1人に対し1台

◆補助対象者
　☆以下の要件をすべて満たす方が対象となります。

　（１）平成18年4月1日から平成19年3月31日までに生まれた方

　（２）購入日に親権者が1年以上市内に住所を有していること

　（３）�チャイルドシートを当該乳児が1歳未満のときに購入している

こと

　（４）親権を有するすべての方が市税を滞納していないこと

◆補助額
　☆5,000円（購入価格が5,000円未満のときはその額とし、補助金に100円未満の端数は切り捨て）

◆支払い方法
　☆口座振替

◆申請に必要なもの
　☆牛久市チャイルドシート購入補助金交付申請書など（窓口に用意してあります）

　☆領収書原本など（店名および品名の記載されたもの）

　☆品質保証書（チャイルドシートの製造元などが確認できるもの）の写し

　☆乳児の生年月日を証する書面（健康保険証など）

　☆銀行の通帳または口座番号の控え（郵便局は除く）

　☆印鑑

※平成19年4月1日以降に誕生した乳児は、今までどおりの

　補助対象者となります。

市交通防災課

☎873-2111

◆申し込み受け付け
　・市役所交通防災課窓口

　・月曜日～金曜日（午前8時30分～午後5時15分）

　　※祝日 ･年末年始を除く。

　問い合わせ　市交通防災課☎873-2111

春の全国交通安全運動
　4月6日（日）～15日（火）

　気付いてね　黄色いぼうしと　赤信号
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　　新
牛久ごみ
ニュース

☆
木
く
ず
類
が
資
源
物
に
追
加
！

　

燃
え
る
ご
み
で
あ
っ
た「
木
く
ず
類
」

が「
牛
久
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

の
一
環
と
し
て
、
４
月
か
ら
資
源
物
回

収
と
な
り
ま
す
。「
木
く
ず
類
」
は
、
今

ま
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
焼
却
し
て
い

ま
し
た
が
、
資
源
化
工
場（
※
１
）に
委

託
し「
製
紙
原
料
、
建
設
合
板
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
な
ど
」
と
し
て
資
源
化
を

図
り
ま
す
。
こ
の「
木
く
ず
類
」の
資
源

化
に
よ
り
、
約
６
０
０
ト
ン
の
ご
み
焼

却
量
の
削
減
が
見
込
ま
れ
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
行
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
下
記
の
表
の
点

が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
４
月
～
６
月
ま
で
は
移
行
期
間

と
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
燃
え
る
ご
み

の
日
に
出
さ
れ
て
も
回
収
し
ま
す
が
、

資
源
物
の
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
７
月
か

ら
は
資
源
物
の
日
の
み
回
収
と
な
り
、

燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
さ
れ
た
木
く
ず

類
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

☆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
目
も
追
加
！

　

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
４
月
か
ら
今
ま
で
の
種
類
に
加

え
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク（
上

記
参
照
）
の

表
示
が
付
い

た「
し
ょ
う

ゆ

加

工

品

（
主
な
原
料

と
し
て
し
ょ
う
ゆ
を
用
い
た
も
の
）」、

「
食
酢
」、「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味

料（
食
用
油
脂
を
含
ま
な
い
も
の
）」
な

ど
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
回
収
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

☆
清
掃
工
場
に
計
量
機
を
増
設
し
ま
す
！

　

４
月
１
日
か
ら
清
掃
工
場
の
計
量
機

が
１
基
増
設
と
な
り
、
今
ま
で
交
互
通

行
で
お
願
い
し
て
き
た
計
量
が
、入
場
・

退
場
そ
れ
ぞ
れ
別
計
量
と
な
り
ま
す
。

混
雑
時
に
お
待
た
せ
し
て
い
た
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
牛
久
ご
み
ニ
ュ
ー
ス
の

連
載
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

ご
み
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
は「
木
く

ず
類
」
の
資
源
化
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
廃
棄
物
対
策
課
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
、
牛
久
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
☎
８
３
０
・
９
３
３
３

※
課
の
名
称
を
変
更
し
て
い
ま
す
の

で
、
広
報
う
し
く
４
月
15
日
号
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
ご
み
の
処
理
は
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す
！

～
４
月
か
ら
資
源
物
の
品
目
が
増
え
ま
す
！

（
木
く
ず
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）～

　

４
月
か
ら
の
大
き
な
変
更
点
と
し
て
、
今
ま
で
燃
え
る
ご
み
だ
っ
た「
木
く
ず
類
」を
資
源
物

と
し
て
回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
も
、
よ
り
一
層
ご
み
減
量
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
！

新　基　準 注　意　点

種　類
家庭から出る剪定枝・板

（事業系木くずは対象外）

草や竹、木材以外を含

んだものは対象外

大きさ

枝類：太さ10cm以下×長さ60cm以下

板類：幅10cm 以下×長さ60cm 以下×

厚さ3cm以下

（それぞれ束にして一人で持ち運びがで

きる程度にまとめてください）

これを超えるものは

直接資源化工場（※1）

に搬入してください

（有料）

回収日
資源物回収日へ変更

（平成20年4月1日から）

【Ａ地区】火・金⇒土

【Ｂ地区】月・木⇒水

（※1）資源化工場…（株）イーペック☎875-1215
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平成20年度狂犬病予防定期集合注射

定期集合注射実施場所・実施時間

４
月
５
日（
土
）

刈谷第4児童公園
(刈谷町4丁目）
9:00～9:40

刈谷中央公園
(刈谷町2丁目）
9:50～10:30

第1つつじが丘
南公園

10:40～11:00

第2つつじが丘
第3公園

11：10～11:50
新地・弘化新田
集会所前
13:00～13:20

三日月橋生涯学習
センター前
13:30～14:00

城中
区民会館前
14:10～14:30

上町保育園
駐車場

14:40～15:40

４
月
６
日（
日
）

みどり野第1児童公園
（南4丁目）
9:00～10:00

向台
自治会館前
10:10～11:10

栄町中央公園
（栄町3丁目）
11:20～11:50

栄町保育園
駐車場

13:00～13:50

市保健センター
前駐車場
14:00～15:30

４
月
12
日（
土
）

岡見会館前
9:00～9:20

東岡見
自治会館前
9:30～9:50

上太田会館前
10:00～10:20

女化
青年研修所前
10:30～11:20

成井
公会堂前
11:30～11:50

女化西
区民会館前
13:00～14:00

旧本町第2区
集会所前
14:10～15:00

栄町
区民会館前
15:10～15:40

４
月
13
日（
日
）

ひたち野西近隣公園
（広場東側）
9:00～10:00

北部
区民会館前
10:10～10:50

下根ヶ丘
会館前

11:10～11:50
上池台
会館前

13:00～13:30

第八岡見
自治会館前
13:40～14:10

岡部
公会堂前
14:20～14:50

旧小坂団地
区民会館跡地
15:00～15:40

４
月
16
日（
水
）

みどり野第1児童公園
（南4丁目）
9:00～10:00

栄町グラウンド
駐車場

10:10～11:00

第2つつじが丘
第3公園

11:10～11:50
牛久運動公園
（第1駐車場）
13:00～13:50

小坂第1
児童公園
14:10～15:00

奥野生涯学習
センター前
15:10～15:50

４
月
19
日（
土
）

小坂ふるさと
コミュニティセンター下
9:00～9:20

正直
公会堂下
9:30～9:50

島田
公会堂前
10:00～10:30

奥原
公会堂前
10:40～11:10

奥原
婦人ホーム前
11:20～11:50

井ノ岡
浄妙寺前
13:10～13:30

桂
区民会館前
13:40～14:10

久野
公会堂前
14:20～14:40

奥野生涯学習
センター前
14:50～15:40

４
月
20
日（
日
）

神谷二区区民会館前
（田宮2丁目）
9:00～9:30

田宮
区民会館前
9:40～10:10

一厚
公民館前
10:20～10:50

むつみ
会館前

11:00～11:50
柏田第1児童公園
（上柏田2丁目）
13:00～13:30

柏田第3児童公園
（上柏田4丁目）
13:40～14:10

市保健センター
前駐車場
14:20～15:50

どの会場でも受けられます

　平成20年度の狂犬病予防定期集合注射を4月5日から20日の期間内で、下

記の日程表のとおり実施します。

※生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により登録および狂犬病予防注射の接

種が義務付けられています。

◎引き続き同じ犬を飼う場合（継続）
【継続料金　3,300円】
　継続して、同じ犬を飼っている方には、｢犬の

登録・予防注射済票交付申請書｣（はがきに

と印字）を3月下旬に送付しました。なお、送

付済みの“はがき”は、定期集合注射の会場に必

ず持参してください。

≪集合注射会場における料金内訳≫

　狂犬病予防注射料金　　　　　　　2,900円

　狂犬病予防注射済票交付手数料　　��400円

　合　　計　　　　　　　　　　　　3,300円

※“はがき”に記載されている飼い犬が、すでに

死亡している場合や飼い主に変更があった場

合には、市に届け出が必要となります。

※今回の定期集合注射会場で、予防注射が受け

られない場合は、最寄りの動物病院で受ける

ことができます。注射料金などは、あらかじ

め注射を受ける動物病院にお問い合わせくだ

さい。

◎新しく犬を飼う場合（新規）
【新規料金　5,300円】
　生後91日以上の犬を新しく飼う場合には、

犬の登録と狂犬病予防注射の接種が必要となり

ます。

≪集合注射会場における料金内訳≫

　犬の新規登録手数料　　　　　　　2,000円

　狂犬病予防注射料金　　　　　　　2,900円

　狂犬病予防注射済票交付手数料　　��400円

　合　　計　　　　　　　　　　　　5,300円

※送付された“はがき”の記載内容が異なる場合

には、赤字で修正し持参してください。

※定期集合注射時の注射済票交付手数料領収証

書は、牛久市狂犬病予防事務施行細則第9条

の規定により、注射済票の交付をもって代え

させていただきますので、ご了承ください。

※市内にある動物病院でも、飼い犬の登録と狂

犬病予防注射済票の交付が受けられます。

※雨天の場合でも実施します。

※神谷区公会堂では、周辺を通過する車両が多く

安全面を考慮し実施しません。あらかじめご了

承ください。

問い合わせ　市環境政策課☎873-2111 ※課の名称を変更していますので、広報うしく
4月15日号で詳しくお知らせします。
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今月の行事予定　＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　4月20日（日）午後2時
　『夜回り先生2（邦画）』

◆牛久おもちゃ病院◆4月20日（日）午前10時～正午
＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時
＊おはなし会…毎週土曜日午後2時
＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時
＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

今月の休館日
全館休館日…4月14日（月）・28日（月）

ご協力ありがとうございました
　広報うしく2月1日号で児童書の提供をお願いした
ところ、皆さんから多数のご協力を頂きました。皆
さんの温かいご支援に、心から感謝申し上げます。

映画上映会上半期予定表
日時　毎月第3日曜日午後2時～
場所　市中央図書館視聴覚室（2階）
※入場無料、受け付けは不要です。

上映日 上映作品
4月20日（日）夜回り先生2（邦画）
5月18日（日）依頼人（洋画・吹替版）
6月15日（日）雨に歌えば（洋画・字幕版）
7月20日（日）どんぐりの家（アニメ・字幕付き）
8月17日（日）はだしのゲン（アニメ）

9月21日（日）
ティム・バートンのコープスブラ
イド（アニメ・字幕版）

春の宵ナイトシアターへ
日時　下記上映日の午後6時～
場所　市中央図書館視聴覚室（2階）
対象　�どなたでも（15歳以下の方は保護者同伴で

お願いします）
※入場無料、受け付けは不要です。

上映日 上映作品
4月25日（金）オーシャンズ12（洋画・字幕版）
5月9日（金） ユー・ガット・メール（洋画・吹替版）
5月23日（金）上流社会（洋画・字幕版）

キッズわくわく切り紙
　「こどもの読書週間」の行事の一環として、いま人
気の切り紙体験を行います。事前の申し込みは必要
ありません。お気軽にどうぞ！
日時　4月26日（土）午前10時～正午
場所　市中央図書館おはなしのへや（1階）
講師　長谷川三郎さん

第50回こどもの読書週間　4月23日（水）～5月12日（月）
標語「こんにちは、新しい本。」

◎
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画「
は
っ
け

ん
！
た
ん
け
ん
！
と
し
ょ
か

ん
島
～
地
図
を
片
手
に
さ
ぁ

出
発
～
」図
書
館
入
口　

午
後

１
時
～
４
時

　

図
書
館
入
口
で
ク
イ
ズ
に
答

え
地
図
を
手
に
入
れ
て
冒
険
に
出

発
！�

と
し
ょ
か
ん
島
の
ポ
イ
ン
ト

を
回
っ
て
、指
令
を
ク
リ
ア
し
よ
う
。

す
べ
て
の
指
令
を
ク
リ
ア
す
る
と
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
よ
！

◎
し
ち
ょ
う
か
く
室（
２
階
）

＊
う
さ
ち
ゃ
ん
き
い
て
ス
ペ
シ
ャ

ル
…
午
前
10
時
30
分
～
11
時

＊
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
…
午

前
11
時
10
分
～
午
後
０
時
10
分

＊
国
土
地
理
院「
地
図
の
お
は
な

し
」…
午
後
１
時
～
２
時

＊
マ
リ
ン
バ
え
ん
そ
う
…
午
後
２

時
10
分
～
２
時
30
分

＊
交
通
安
全
の
お
は
な
し
…
午
後

２
時
40
分
～
３
時

＊
紙
芝
居
隊
・
木
琴
で
歌
お
う

（
リ
ー
ブ
ル
の
会
）
…
午
後
３
時

10
分
～
３
時
50
分

◎
か
い
ぎ
室（
２
階
）

＊
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
調
べ

学
習
の
成
果
物
展
示

＊
学
校
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
示

◎
か
い
ぎ
室
よ
こ（
２
階
）

＊
よ
ろ
い
と
い
っ
し
ょ
に
さ
つ
え

い
会
…
本
物
の
よ
ろ
い
・
か
ぶ

と
と
い
っ
し
ょ
に
、
は
い
ポ
ー

ズ
♪
記
念
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
よ
！

◎
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室（
調
べ
も
の

の
部
屋
・
２
階
）

＊
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
10
時
～

午
後
４
時
）
…
こ
わ
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
元
気
に
し
て
も
ら
お

う
！�

当
日
、
ご
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
不
用
な
お
も
ち
ゃ
を
回
収

し
ま
す（
福
祉
関
係
で
有
効
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

お
も
ち
ゃ
病
院
の
問
い
合
わ
せ

（
長
谷
川
）
☎
８
７
３
・
３
０
８

７
◎
お
は
な
し
の
へ
や（
１
階
）

＊
し
か
け
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ー
ブ
ル
の
会

主
催

＊
ク
イ
ズ

＊
書
庫
探
検

※
当
日
は
午
後
５
時
ま
で
、
ビ
デ

オ
・
Ｃ
Ｄ
の
視
聴
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
学
習
室
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

「
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」に

あ
そ
び
に
き
て
ね
！

４
月
29
日（
火
・
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時　

市
中
央
図
書
館
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金融商品のトラブルにご注意！
【事�例】高齢の母が金融商品販売業者に勧められ、投資信託を契約。その後、

言われるがままに売買したため手数料がかさんでしまった。また本人は

元本保証商品だと思っていた。

　｢貯蓄から投資へ｣という資産運用の流れの中、消費者が商品の仕組みをよ

く理解できないまま、「元本割れのリスクがある商品を契約させられた」、「高

額な手数料がかかってしまった」などのトラブルが後を絶ちません。

＜トラブルに遭わないためのポイント＞

①�金融商品についての重要事項に関する説明（元本割れのおそれがあることとその要因、解約手数料

など）を受け、その説明で十分に理解、納得できたか。

②金融商品販売業者の経営状態は安全か。

③金融商品販売業者の勧誘方針はチェックしたか。

　以上のポイントに注意し、金融商品の購入の検討と業者選びの参考にしてください。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

地球にやさしいたい肥づくり
　牛久堆肥組合（平沢克人組合長・

右写真）では、乳牛のふんを有機

的に処理して、たい肥を作ってい

ます。その名も「有機腐食堆肥カ

ウベル」。サラサラで、においもないという驚きの一級品で

す。ゼロからのスタートでしたが、克人さんはサラリーマン

時代に培ったチャレンジ精神と持ち前のプラス思考で、この

ほど県のたい肥コンクールで念願の「県知事賞」を受賞しまし

た。それでもなお「もっと良いものを」と今も研究を続けてい

ます。

　「カウベル」はＪＡ竜ヶ崎市営農経済センター内牛久堆肥組

合（小坂町☎875-0801）で注文を受け付けています。

～うしくスタイル～

「うしく河童米」mini 通信
　3月には種もみの消毒作業が行われました。通常

は農薬で消毒済みの種を購入しますが、河童米づく

りは消毒も手作業。農薬は使わず、専用の機械で

60℃の温湯に10分間種を浸す方法で行います。人

にも環境にもやさしい「特別栽培」のお米ならではで

すね。

➡3月4日消毒作業の研修の様子

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111

みんなの
農 業
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農
業
委
員
会
が

県
農
業
会
議
か
ら
表
彰

牛
久
市
農
委
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

牛
久
市
農
業
委
員
会
が
取
り
組
ん
で

い
る「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」が
、
茨

城
県
農
業
会
議
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
農
業
委
員
が
行
っ
て
い

る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
図

る
た
め
の
農
地
利
用
の
監
視
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
へ
の
不

法
投
棄
や
遊
休
農
地
な
ど
の
確
認
・
調

査
、
違
反
転
用
の
防
止
と
早
期
発
見
、

転
用
許
可
後
の
状
況
調
査
な
ど
、
毎
月

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

深
刻
な
問
題
に
目
を
背

け
な
い
で
！

　

２
月
16
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
う
し
く
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
池
辺
勝
幸
市
長
が
沼

田
利
光
市
議
会
議
長
と
と
も
に「
も
っ

た
い
な
い
」
の
精
神
を
理
解
し
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
ご
み
の
減
量
に
心
掛
け

る
な
ど
の「
も
っ
た
い
な
い
運
動
宣
言
」

に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
も
大
人
も
ま
ち
ぐ
る
み
で

始
め
よ
う
！
」
と
題
し
た
飯
島
博
さ
ん

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
サ
ザ
基
金

代
表
理
事
）
の
講
演
で
は
、
牛
久
市
の

社
会
的
特
徴
、
谷
津
田
な
ど
の
牛
久
の

地
域
特
性
、
地
球
温
暖
化
に
は
何
が
問

題
な
の
か
、
な
ど
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
飯
島
さ

ん
は
、「
牛
久
で
は
４
年
前
か
ら
学
校
ビ

オ
ト
ー
プ
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
地

域
ぐ
る
み
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
基

盤
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
牛
久
の
言
葉

で
循
環
型
社
会
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
の
未
来
に
、
い
ま
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
山
本
順
一

さ
ん（
筑
波
大
学
大
学
院
図
書
館
情
報

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
）、
パ
ネ
ラ
ー

に
日
引
聡
さ
ん（
国
立
環
境
研
究
所
環

境
経
済
政
策
研
究
室
室
長
）
や
川
谷
睦

子
さ
ん（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ

ラ
イ
フ
理
事
長
）
な
ど
を
迎
え
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
民
会
館
の
備
品
整
備
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進

　

竹
の
台
行
政
区（
村
山

壯
区
長
）
で
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
事
業
の

２
５
０
万
円
を
受
け
、
映
像
・
音
響
機

器
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
健
康
・
福
祉
備

品（
血
圧
・
体
重
・
車
イ
ス
）
な
ど
を
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
に
購
入
し

ま
し
た
。

　

同

セ

ン

タ
ー
は
、
全

国
自
治
宝
く

じ
の
売
上
金

の
一
部
で
、

地

域

の

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
と
そ
の

健
全
な
発
展

を
図
る
と
と

も
に
、
宝
く

じ
の
普
及
広

報
の
た
め
に

助
成
事
業
を

実
施
し
て
い

ま
す
。
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み
ん
な
で
集
う
楽
市
楽
座
　

３
月
９
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で「
第
２
回
う
し
く
大
好
き
ゆ
め
ま
ち

メ
ッ
セ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
を
前
に
、「
振
る
舞
い
餅
つ

き
」が
行
わ
れ
、
あ
ん
こ
と
き
な
こ
の
お

餅
が
来
場
者
に
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
午
前
中
の「
ゆ
め
ま
ち
楽
市
」で

は
、
商
工
会
ふ
る
さ
と
市
、
か
ん
た
ん
・

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
の
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
団
体
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
催
さ

れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
午
後
の「
ゆ
め
ま
ち
楽
座
」

で
は
、
口
笛
世
界
大
会
第
２
位
の
漆
原

牛
久
警
察
署
と「
暴
力
団
等
の
排
除
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

　

こ
の
協
定
は
、
公
共
施
設
の
使
用
、

公
共
工
事
の
入
札
参
加
、
市
営
住
宅
の

入
居
な
ど
に
関
し
、
利
用
者
、
業
者
な

ど
が
暴
力
団
員
で
あ
る
か
ど
う
か
を
警

察
に
照
会
し
、
情
報
提
供
を
受
け
る
と

と
も
に
、
暴
力
団
な
ど
か
ら
不
法
行

為
な
ど
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

は
、
警
察
が
支
援
す
る
な
ど
相
互
の
連

携
を
定
め
た
も
の
で
す
。
協
定
の
締
結

は
１
月
28
日
、
牛
久
警
察
署
の
柳
生
実

署
長（
現
県
警
警
務
部
教
養
課
長
・
写

真
左
）
を
市
役
所
に
招
い
て
行
わ
れ
、

柳
生
署
長
は「
市
と
情
報
交
換
し
な
が

ら
反
社
会
勢
力
で
あ
る
暴
力
団
の
一
掃

を
図
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

お
め
で
と
う
！

　

昨
年
11
月
21
日
、
牛
久
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が「
平
成
19
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部

科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
賞
は
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
、
家
庭
・

地
域
・
教
職
員
が
緊
密
に
連
携
を
と
り
、

よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
児
童
の
健
全
な

発
達
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
地

道
な
活
動（
朝
の
読
み
聞
か
せ
、
親
子

学
習
会
や
親
子
奉
仕
作
業
、
朝
ご
は
ん

と
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
）
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
平
成

８
年
に
も
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

紳
壱
氏
に
よ
る
口
笛
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
優
し
い
口
笛
が
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
歌
声
サ
ロ
ン

で
は
橋
本
実
さ
ん
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ

皆
で
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
み
、
会
場

は
温
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

来
場
者
が
前
回
を
上
回

る
！　
～
第
２
回
小
川
芋
銭
展
～

　

２
月
15
日
か
ら
29
日
ま
で
、
シ
ャ

ト
ー
カ
ミ
ヤ
本
館
２
階
で「
第
２
回
小

川
芋
銭
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
牛
久
市
所
蔵

の「
老
楊
と
荒
村
」を
は
じ
め
、
62
点
の

作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
初
公
開
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
遠
く
は
沖
縄
や
仙

台
か
ら
も

来
場
。
15

日
間
で
約

５
０
０
０

人
の
方
々

が
芋
銭
作

品
の
魅
力

を

満

喫
、

芋
銭
作
品

へ
の
関
心

の
高
さ
が

示
さ
れ
ま

し
た
。

遊
ぼ
う
広
場
の「
く
る
く
る
円
盤
」



－広報うしく－  1�

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

春
嵐　

天
ま
で
砂
塵　

巻
き
上
げ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町
・
横
山
さ
ん

丘
の
上　

大
仏
あ
り
て　

青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町
・
増
田
さ
ん

夕
映
え
に　

ひ
な
壇
と
子
等　

見
え
し
窓

　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮
・
岡
村
さ
ん

友
が
編
む　

ぬ
く
も
り
の
あ
る　

冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台
・
二
国
さ
ん

☆
…「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
」

南・犬塚さん

　

野
鳥
が
好
き
で
、
い
つ
も

自
宅
に
来
る
鳥
を
観
察
し
て

い
ま
す
。
今
回
は「
春
つ
げ

鳥
」
ウ
グ
イ
ス
に
カ
メ
ラ
を

向
け
ま
し
た
。
な
か
な
か
姿

を
見
せ
て
く
れ
な
い
鳥
で
し

た
が
、
待
つ
こ
と
数
時
間
、

や
っ
と
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
目
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
。（
上
写

真
）

田
宮
町
・
茅
場
さ
ん

理
科
教
育
優
秀
校
に

牛
久
三
中

　

２
月
26
日
、
水
戸
市
の
総
合
福
祉
会

館
で「
第
24
回
幡
谷
教
育
振
興
財
団
賞

贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、
理
科
教
育
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
牛
久
第
三
中
学
校（
宮

本
弘
校
長
）
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

め
、
理
科
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
て
理
科
教
育
を
推
進
し
て
い
る

学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

牛
久
三
中
は
学
校
全
体
で
環
境
学
習

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
牛
久
沼
の
環
境

調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

思
い
出
は
み
ん
な
の
宝
物

　

春
ら
し
い
穏
や
か
な
陽
気
の
中
、
市

内
で
は
３
月
11
日
に
中
学
校
、
19
日
に

小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
根
中
学
校
で
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
、「
第
26
回
卒
業
証
書
授
与
式
」
が

行
わ
れ
、
１
５
４
人
の
生
徒
た
ち
が
、

一
人
ひ
と
り
都
賀
和
男
校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
、
３
年
間
の
学
校
生

活
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。（
右
写
真
）

　

卒
業
生
代
表
の
青
木
友
理
さ
ん
は
、｢

体
育
祭
に
向
け
て
心
を
一
つ
に
し
、
38

人
39
脚
で
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
の
達
成
感

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
下
根
中

の
仲
間
と
出
会
え
た
奇
跡
は
、
み
ん
な

の
宝
と
な
り
ま
し
た｣

と
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
会
場
で
は
多
く
の
生
徒
が
大

粒
の
涙
を
こ
ぼ
し
て
仲
間
と
の
別
れ
を

惜
し
み
、
そ
の
顔
に
は
新
た
な
世
界
へ

旅
立
つ
決
意
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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牛
久
市
は
県
内
で
も
有
数
の
落
花
生

と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
名
産
地
で
、
特
に

落
花
生
の
作
付
面
積
は
県
内
第
１
位
を

誇
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
地
場
産
農
作
物

を
生
か
し
て
特
産
品
を
開
発
し
、
生
産

と
消
費
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
市
で
は

ひ
た
ち
野
東
の
つ
く
ば
調
理
製
菓
専

門
学
校（
今
井
恭
子
校
長
）と
協
議
を
重

ね
、
昨
年
９
月
に
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

２
０
０
７
と
題
し
て
、
同
校
で
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
同
校
の
学

生
た
ち
の
自
由
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

19
点
が
出
品
さ
れ
、
牛
久
市
商
工
会
料

飲
業
部
会
長
の
池
辺
伊
三
男
審
査
員
長

ほ
か
７
人
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ

の
目
で
商
品
化
へ
の
可
能
性
が
あ
る
作

品
を
選
出
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ク
ッ

キ
ー
と
ピ
ー
ナ
ツ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

ピ
ー
ナ
ツ
タ
ル
ト
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を

餡あ
ん

に
使
っ
た「
い
も
ま
ん
！
」の
２
つ
が

商
品
化
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ナ
ツ
タ
ル
ト
は
、
こ
れ
ま
で
に

つ
く
ば
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
学
園
祭

を
は
じ
め
３
回
の
試
食
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
味
、
食
感
と
も
好
評

と
の
こ
と
。
２
月
16
日
・
17
日
に
は
同

校
の
卒
業
作
品
展
で
、
来
場
者
の
投
票

に
よ
り「
う
し
く
ピ
ー
ナ
ツ
ス
テ
ィ
ッ

ク
」と
商
品
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
い
も
ま
ん
！
」
は
、
筑
波
南

桂
工
業
団
地
内
の
株
式
会
社
中
村
屋
つ

く
ば
工
場（
菊
池
照
雄
工
場
長
）の
協
力

を
得
て
、
製
品
開
発
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
３
月
７
日
に
は
卒
業

記
念
給
食
の
一
品
と
し
て
市
内
小
中
学

校
の
卒
業
生
に
約
１
５
０
０
個
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

「
い
も
ま
ん
！
」は
中
華
ま
ん
の
生
地

に
、
牛
久
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ（
ベ
ニ
ア

ズ
マ
）
と
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
を
餡

と
し
て
使
用
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
甘
さ
に

カ
ス
タ
ー
ド
の
ま
ろ
や
か
さ
が
加
わ
っ

た
一
品
で
、直
径
約
９
㎝
、60
ｇ
の
真
っ

白
な
表
面
に
は
、
牛
久
の
マ
ス
コ
ッ

ト「
か
っ
ぱ
の
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
」の
顔
と

「
い
も
ま
ん
！
」の
焼
印
が
押
さ
れ
て
い

ま
す
。
岡
田
小
６
年
の
浅
野
諭
さ
ん
は

「
か
っ
ぱ
の
絵
も
牛
久
ら
し
く
、
味
も

ク
リ
ー
ミ
ー
で
お
い
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
地
場
産
の

農
作
物
で
作
る「
牛
久
の
日
」の
給
食
に

合
わ
せ
、
市
内
の
全
校
児
童
生
徒
に
提

供
す
る
予
定
で
す
。

（写真右上から時計回りに）メタモルフォーゼ
２００７の様子、サツマイモ、「いもまん！」を食
べる岡田小学校の児童、「いもまん！」の製造（株
式会社中村屋つくば工場提供）

地
域
の
若
者
が
、
地
域
の
農
作
物
を
使
っ
て
、
地
域
の
特
産
品
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
、
企
業
、
行
政
と
の
連
携
で
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
二
十
六
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

犬
田
卯
と
小
林
多
喜
二
の
農
民
文
学
論

争
　

明
治
６
年（
１
８
７
３
年
）に
太だ
じ
ょ
う
か
ん

政
官

（
薩
長
藩
閥
政
府
）参
議
の
板
垣
退
助
が

職
を
辞
し
て
野や

に
下
り（
民
間
人
に
な

る
こ
と
）、
翌
年
に『
民
撰
議
院
設
立
建

白
書
』
を
提
出
す
る
と
、
政
治
的
な
自

由
民
権
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
参

加
し
た
士
族
、
農
地
地
主
、
知
識
人
ら

は
、
制
定
さ
れ
た
集
会
条
例
、
保
安
条

例
違
反
で
取
り
締
ま
ら
れ
た
。

　

明
治
43
年（
１
９
１
０
年
）に
天
皇
暗

殺
を
企
て
た
と
さ
れ
た
大
逆
事
件（
刑

法
第
73
条
適
用
）
が
起
こ
る
と
そ
の
翌

年
、
新
た
に
特
別
高
等
警
察
、
略
称
特

高
が
警
視
庁
お
よ
び
主
要
府
県
警
察
部

（
の
ち
に
全
府
県
警
察
部
に
設
置
）に
設

置
さ
れ
た
。

　

大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）の
天
皇
制

廃
止
、
社
会
主
義
革
命
遂
行
と
共
産
主

義
社
会
建
設
を
綱
領
と
し
た
日
本
共
産

党
結
成
で
、
同
14
年
治
安
維
持
法（
国

体
の
変
革
∧
天
皇
制
廃
止
∨
、
私
有
財

産
制
度
否
認
∧
農
地
解
放
∨
を
目
的
と

す
る
運
動
と
結
社
禁
止
を
定
め
た
）
制

定
、
公
布
と
な
っ
た
。
昭
和
３
年（
１

９
２
８
年
）
に
は
同
法
第
１
条
の
最
高

刑
に
死
刑
を
科
す
改
正
が
あ
り
、
こ
の

年
同
法
適
用
に
よ
る
大
規
模
な
全
国
一

斉
取
り
締
ま
り
が
あ
っ
て
、
共
産
党
関

係
者
４
８
４
人
が
起
訴
さ
れ
た
。

　

一
方
、
昭
和
３
年
に
日
本
共
産
党
を

支
持
す
る
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連

盟
と
前
衛
芸
術
家
同
盟
が
合
併
し
、
全

日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
が
結
成
さ
れ

て
い
た
。（
中
略
）
こ
れ
ら
が
同
６
年
に

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟（
略
称

Ｎナ

ッ

プ

Ａ
Ｐ
Ｆ
）に
発
展
し
て
、
機
関
誌『
戦

旗
』を
発
行
、
小
林
多
喜
二（
代
表
作
蟹か
に

工こ
う
せ
ん船
）、
中
野
重
治
ら
を
輩
出
し
て
い

た
。
同
連
盟
は
中
央
委
員
で
、
共
産
党

員
で
も
あ
っ
た
小
林
多
喜
二
ら
が
中

心
に
な
っ
て『
農
民
文
学
研
究
会
』を
設

け
、機
関
誌『
農
民
の
旗
』を
発
行
し
て
、

犬
田
卯
の『
農
民
文
芸
研
究
会
』と
対
決

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
犬
田
は
農
民

文
芸
研
究
会
の
雑
誌『
農
民
』の
昭
和
６

年
６
月
号
に『
ナ
ッ
プ
農
民
文
学
撲
滅

号
』
と
題
す
る
特
と
く
し
ゅ
う
輯
を
組
み
、
茨
木
隆

（
犬
田
卯
）
と
称
し
て『
何
を
か
農
民
文

学
と
言
ふ
？
』を
、
真
船
晃
一
が『
マ
ル

ク
ス
主
義
文
学
の
排
撃
』を
掲
載
。ナ
ッ

プ
派
か
ら
は
、
黒
島
伝
治（
犬
田
の
農

民
文
芸
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
）
が

『
農
民
文
学
の
正
し
き
進
展
の
た
め―

ナ
ッ
プ
派
よ
り
農
民
派
へ
の
駁ば
く
ろ
ん論―

』

な
る
一
文
を
発
表
。
続
い
て『
農
民
文

学
の
た
め
に（
宮
本
顕
治
が
サ
ロ
ン
10

月
号
に
掲
載
）』な
ど
の
論
文
の
発
表
が

あ
っ
た
。
犬
田
は
さ
ら
に
帝
国
大
学
新

聞
紙
上
に『
盲
信
を
棄す

て
よ
、
小
林
多

喜
二
を
駁ば
く

す
』
と
の
反
論
に
出
た
。
こ

れ
ら
は
犬
田
卯
著『
日
本
農
民
文
学
史
』

の
一
節
を
引
用
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
犬
田
の
農
民
文
学
の
理

念
は『
農
民
農
地
農
村
の
解
放
』、
つ
ま

り
は『
農
地
解
放
』で
あ
っ
た
。
こ
の
思

想
は
治
安
維
持
法
に
触
れ
、
雑
誌『
農

民
』
は
昭
和
７
年
か
ら
８
年
に
か
け
て

３
号
た
て
続
け
に
発
売
禁
止
に
な
る
と

同
時
に
、
犬
田
の
身
辺
に
は
特
高
警
察

の
監
視
の
目
が
光
っ
た
。
そ
れ
に
加
え

て
農
民
文
芸
研
究
会
所
属
の
黒
島
伝
治

ら
数
名
が
ナ
ッ
プ
へ
移
り
、
雑
誌『
農

民
』に
原
稿
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
遅

刊
そ
し
て
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。（
住

井
は
発
禁
の
た
び
に
倍
々
に
は
ね
上
が

る
罰
金
を
納
め
る
た
め
、
懸
命
に
童
話

を
書
い
て
出
版
社
に
売
り
歩
い
た
）

犬
田
卯
、
牛
久
へ
の
引
き
揚
げ
を
決
断

―

小
川
芋
銭
の
手
紙
で―

　

犬
田
の
東
京
で
の
生
活
は
限
界
に
達

し
て
い
た
。特
高
警
察
監
視
下
の
生
活
で
、

ナ
ッ
プ
派
と
の
対
決
、
農
民
文
学
活
動

の
行
き
詰
ま
り
、
そ
し
て
持
病
の
喘
息
の

激
し
い
発
作
が
頻
発
し
て
い
た
の
だ
。

　

折
も
折
、
小
川
芋
銭
か
ら
手
紙
が
届

い
た
。そ
の
追
伸
に『
お
ひ
で（
卯
の
妹
）

さ
ん
は
君
が
帰
郷
し
て
田
舎
生
活
を
望

ん
で
い
る
が
ど
う
で
す
』
と
記
さ
れ
て

い
た
。

　

犬
田
一
家
は
卯
の
出
身
地
牛
久
村
に

引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
９

年
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

�
犬
田
一
家
全
員
の
写
真―

昭
和
８
年
杉

並
の
自
宅
の
庭
で

お�わびと訂正　広報うしく3月1日号（22ページ）の「住井すゑとその文学の里（二十五）」の記事中、
入間郡のふりがなに誤りがありました。正しくは「いるまぐん」です。おわびして訂正いたします。
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＜127＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎ 873-2486 FAX873-2895

（77）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎ 871-2301 FAX871-1334

加盟団体紹介 催し物のご案内

つつじ会茶道裏千家（代表：田村栄子☎872-6787）

　私たちの会は、結成20年余りで30歳～60歳代の

仲間と季節の花、お菓子を楽しみながら茶道全般、

日常の事などを勉強しています。また、ほかの茶会

に出掛けたり、薪能・雅楽の鑑賞などに楽しんでい

ます。皆さんご一緒にどうぞ。

文化公演事業　チケット好評発売中

善久オカリナコンサート　5月11日（日）

韓国フォークダンス大会
牛久フォークダンス協会

　昨年10月、ソウル近郊の果川市立体育館で行わ

れた第3回韓国シニア FD大会に、牛久から14人が

参加しました。我々日本チームはデモンストレー

ションでワルツやポロネーズを披露し、大会最後

は参加者全員で踊りの輪を作り、声を掛け合い交

流しました。国は違っても同じ曲を踊り楽しんで

いることに親近感を覚え、大会後は韓定食で歓待

を受け、観光も楽しみました。

第15回ヘルシーボール大会
　2月24日（日）、牛久運動公園体育館で60チーム

510人が参加して第15回ヘルシーボール大会が行わ

れました。各ブロックの優勝チームは次のとおり

です。（丸数字はブロック）

＜子供の部＞①若竹ガールズ、②若竹ボーイズ、③

岡田 FC・B＜男女混合の部＞④上池台、⑤体協ソ

フトテニス部、⑥向台、⑦よっちゃん 'S、⑧東下根A、

⑨若竹オッパッピー、⑩悟くんと仲間たち（2）＜女

子の部＞⑪岡田小ヘルシークラブA、⑫シルキーズ、

⑬お料理するわよ

●牛久デジカメ・パソコン倶楽部公開講座（無料）

日時　4月9日（水）午後1時～4時

場所　エスカード生涯学習センター多目的室（4階）

特別講師　樋口泰行先生

問い合わせ　牛久デジカメ・パソコン倶楽部（塚越）

☎873-3307

●第11回山野草同好会「春の展」（入場無料）

日時　4月18日（金）～20日（日）午前9時～午後4時

場所　市中央生涯学習センター展示ホール

問い合わせ　牛久山野草同好会（田中）☎872-2502

●第22回吟剣詩舞発表会（入場無料）

文化協会加盟の水府流吟道吾風会、墨水流真峰会ほ

か牛久市連合詩吟会7団体合同の吟剣詩舞発表会。

日時　4月20日（日）午前10時～

場所　三日月橋生涯学習センター

問い合わせ　牛久市連合詩吟会（御厨）☎873-2317、

（佐藤）☎874-4034

●日本のおどり の和（入場無料）

日時　5月6日（火・祝）午後1時～

場所　市中央生涯学習センター文化ホール

問い合わせ　日本のおどり 座（伏見）☎090-8873-5589
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市
民
活
動
災
害
補
償
制
度

安
心
し
て
市
民
活
動
を
行
え
る
よ
う
に

４
月
１
日
か
ら
市
民
活
動
災
害
補
償
制

度
の
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た

　

市
内
で
は
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
な

ど
の
分
野
で
多
種
多
様
な
市
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市

民
の
自
主
的
な
活
動
は
、
今
後
も
活
発

に
そ
し
て
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
市
民
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
平
成
19
年
4
月
か
ら
補
償
制
度
を
作

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
子
供
会
、
老
人
会
な
ど
の
市
民
活

動
中
に
起
き
た
事
故
に
よ
り
、
市
民
活

動
団
体
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
け
が
な
ど

の
傷
害
や
賠
償
責
任
を
負
っ
た
際
の
負

担
を
市
が
契
約
し
た
保
険
で
補
償
す
る

制
度
で
す
。
市
が
保
険
料
を
負
担
す
る

の
で
、
市
民
活
動
団
体
で
あ
れ
ば
無
料

で
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
事
前

に
市
へ
の
登
録
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度
の
対
象
と

な
る
市
民
団
体
は「
団
体
の
構
成
員
の

70
％
以
上
が
本
市
に
住
ん
で
い
る
も

の
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

「
団
体
の
構
成
員
の
70
％
以
上
が
本
市

に
住
ん
で
い
る
も
の
又
は
本
市
に
勤
め

若
し
く
は
通
学
し
て
い
る
も
の
」
に
拡

大
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
民
活
動
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
市
民
活
動
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.city.ushiku.ibaraki.jp/section/

shim
in/saig

aihosyou/m
ain.htm

第
１
・
第
３
・
第
５
月
曜

日
も
開
館
開
場

奥
野
・
三
日
月
橋
各
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
奥
野
運
動
広
場

　

奥
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
三
日
月

橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で

毎
週
月
曜
日
は
完
全
休
館
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
第
１
・
第
３
・
第

５
月
曜
日
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
張
所
業
務（
住
民
票
や
印
鑑
証
明
の

交
付
）に
つ
い
て
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
駅
前
出
張
所
に
つ
い
て
は
毎
月

曜
日
開
設
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
野
運
動
広
場
に
つ
い
て
も

第
１
・
第
３
・
第
５
月
曜
日
が
、
４
月

か
ら
11
月
ま
で
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
場
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

奥
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
８
７
５
・
１
１
３
３
、
三
日

月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
８
７

４
・
１
３
４
０
、
市
社
会
体
育
課（
牛

久
運
動
公
園
内
）
☎
８
７
３
・
２
４

８
６森

林
湖
沼
環
境
税
の
導
入

に
つ
い
て

　

県
で
は
、
４
月
か
ら
森
林
湖
沼
環
境

税
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
税
は
、
荒
廃

な
ど
が
進
む
森
林
や
湖
沼
を
さ
ま
ざ
ま

な
公
益
的
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、
保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
を
重
点

的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
そ
の
恩
恵
を

享
受
し
て
い
る
県
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

等
し
く
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

課
税
期
間　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24

年
度
ま
で
の
５
年
間

税
率　

個
人
…
県
民
税
均
等
割
に
年
額

１
０
０
０
円
を
上
乗
せ
、
法
人
…
県

民
税
均
等
割
に
年
額
10
％
を
上
乗
せ

税
収
の
見
込
み　

お
お
む
ね
年
16
億
円

税
収
の
使
途　

【
森
林
の
保
全
・
整
備
】

荒
廃
し
た
森
林
の
間
伐
、
平
地
林
・

里
山
林
な
ど
の
身
近
な
緑
の
保
全
、

県
産
材
利
活
用
の
推
進
、
森
林
環
境

教
育
の
推
進

　

【
霞
ヶ
浦
等
湖
沼
・
河
川
の
水
質
保

全
】
高
度
処
理
型
浄
化
槽
普
及
促
進

な
ど
生
活
排
水
対
策
の
強
力
な
推

進
、
農
地
や
市
街
地
か
ら
の
流
出
水

対
策
の
推
進
、
市
民
団
体
活
動
支
援

の
充
実
、
意
識
啓
発
活
動
の
強
化

問
い
合
わ
せ　

税
の
し
く
み
に
関
す
る

こ
と
…
県
税
務
課
☎
０
２
９
・
３

０
１
・
２
４
１
８
、
税
の
使
い
み

ち
に
関
す
る
こ
と（
森
林
）…
県
林
政

課
☎
０
２
９
・
３
０
１
・
４
０
２

１
、
税
の
使
い
み
ち
に
関
す
る
こ

と（
湖
沼
）…
県
環
境
対
策
課
☎
０
２

９
・
３
０
１
・
２
９
６
８
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジhttp://w
w

w
.pref.iba

ra
ki.

jp/bukyoku/soum
u/zeim

u/shinzei

介
護
認
定
申
請
、
介
護
相
談
は

市
高
齢
福
祉
課
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課

　

☎
８
７
３
・
２
１
１
１
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う
し
く
河
童
米
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
米
の
オ
ー

ナ
ー
制
。「
う
し
く
河
童
米
」
は
、
茨
城

県
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証
を
受
け
、

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の

認
定
を
取
得
し
た
生
産
者
が
作
る
安
心

安
全
な
お
米
で
す
。
ぜ
ひ
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
、
ご
自
分
で
選
ん
だ
生
産
者
の

お
米
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

募
集
数　

合
計
１
０
８
０
袋
相
当（
３

万
２
４
０
０
㎏
）
※
た
だ
し
、
生
産

者
ご
と
に
予
定
数
量
が
異
な
り
ま

す
。

米
の
種
類　

大
粒（
ふ
る
い
目
幅
１
・

85
㎜
）の
１
０
０
％
コ
シ
ヒ
カ
リ（
玄

米
で
お
渡
し
し
ま
す
）

料
金　

９
０
０
０
円（
30
㎏
）、
３
５
０

０
円（
10
㎏
）※
お
受
け
取
り
時
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

受
取
時
期　

９
月
下
旬
予
定（
天
候
に

よ
っ
て
前
後
し
ま
す
）
※
ご
希
望
に

よ
り
一
部
を
お
預
か
り
し
、
翌
年
２

月
に
引
き
渡
し
を
行
い
ま
す
。

受
取
場
所　

牛
久
市
営
青
果
市
場

受
取
方
法　

収
穫
、
検
査
後
に
受
取
り

の
日
時
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

４
月
14
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。
左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
募
集

数
量
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
市
農
業
政
策
課
で
申
込
用
紙
に
ご
記

入
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

②
Ｆ
Ａ
Ⅹ
に
よ
る
お
申
し
込
み
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.city
.

u
sh
ik
u
.ib
arak
i.jp
/

）
の
農
業
政
策

課
の
サ
イ
ト
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

③
宅
配（
送
料
有
料
）を
ご
希
望
の
場
合

は
、
②
の
サ
イ
ト
か
ら
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

う
し
く
河

童
米
生
産
部
会
事
務
局（
市
農
業
政

策
課
）
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
Ｆ
Ａ

Ｘ
８
７
１
・
５
７
８
１

河
童
大
根
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か

　

牛
久
の
誇
る「
河
童
大
根
」。
実
は
沖

縄
で
大
人
気
な
の
で
す
。「
河
童
は
ま
だ

か
！�

も
っ
と
ほ
し
い
！
」の
声
に
応
え

よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
竜
ヶ
崎
市
大
根
生
産
部

会（
山
岡
正
男
部
会
長
）で
は
、「
河
童
大

根
」
づ
く
り
に
本
気
で
取
り
組
む
熱
意

の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
部
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
１
年
間

全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
合

言
葉
は「
た
か
が
大
根
、さ
れ
ど
大
根
」。

あ
な
た
も
大
根
作
り
を
通
し
て
苦
楽
を

共
に
し
た
部
会
の
仲
間
と
、
収
穫
の
喜

び
や
出
荷
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
竜
ヶ

崎
市
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー（
小
坂
町
）

☎
８
７
５
・
０
８
０
１
、
市
農
業
政

策
課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１

５
２
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

第
81
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

日
時　

４
月
13

日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後

３
時

場
所　

市
中
央

生
涯
学
習
セ

ン

タ

ー

駐

車

場（
文

化

ホ
ー
ル
で
催

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
駐
車
場
は
市

役
所
職
員
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）

イ
ベ
ン
ト　

①
草
も
ち
１
パ
ッ
ク
先
着

２
０
０
名
様
に
格
安
販
売（
午
後
１

時
予
定
）
②
再
生
家
具
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
天
候
の
都

合
に
よ
り
時
間
変
更
が
あ
り
ま
す
。

次
回
開
催　

６
月
８
日（
日
）

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
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市
立
保
育
園
の
子
育
て
支

援

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
、
保
育
園
の
お
友

だ
ち
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
ご
希

望
の
方
は
当
該
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
直
接
実
施
保
育
園
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
10
組
）

日
程　

左
表
参
照

実
施
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

そ
の
ほ
か
に
は
…

○
親
子
保
育
園
開
放（
要
予
約
、
満
1

歳
～
）

日
時　

毎
月
第

２
・
第
３
水
曜

日
午
前
９
時
30

分
～
11
時

申
し
込
み　

各
市

立
保
育
園
と
も

毎
月
１
日
受
け
付
け
開
始

○
子
育
て
電
話
相
談

日
時　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
午
後
１

時
～
４
時

申
し
込
み　

各
市
立
保
育
園
で
受
け
付

けめ
だ
か
の
学
校
新
規
会
員

募
集（
平
成
20
年
度
）

日
時　

４
月
９
日（
水
）午
前
10
時
～

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
会
議

室
内
容　

英
語
、
体
操
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
の

中
か
ら
１
つ
選
択（
４
月
９
日
に
抽

選
い
た
し
ま
す
）

対
象　

平
成
17
年
４
月
生
ま
れ
～
平
成

19
年
３
月
生
ま
れ

定
員　

32
組
※
先
着
順
。

参
加
費　

年
会
費
３
０
０
０
円（
保
険

料
別
途
）

申
し
込
み
方
法　

午
後
８
時
か
ら
午
後

10
時
の
間
に
電
話
で
、
め
だ
か
の
学

校（
櫻
井
）☎
０
９
０
・
９
３
８
４
・
１

２
６
５
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

４
月
８
日（
火
）

問
い
合
わ
せ　

め
だ
か
の
学
校（
櫻
井
）

☎
０
９
０
・
９
３
８
４
・
１
２
６
５

（
午
後
８
時
～
午
後
10
時
）

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
く
ら
ぶ
参

加
者
募
集

　

絵
本
や
手
遊
び
、
折
り
紙
や
紙
工
作

な
ど
同
年
齢
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん
方
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

日
時　

４
月
21
日（
月
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
動
指
導
室

対
象　

１
歳
～
２
歳
の
お
子
さ
ん
と
親

会
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

め
だ
か
の

学
校（
櫻
井
）☎
０
９
０
・
９
３
８
４
・

１
２
６
５（
午
後
８
時
～
午
後
10
時
）

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す

テ
レ
ビ
画
面
が
し
ま
模
様
に
な
る
の
は

自
然
現
象「
ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
Ｅ
層（
Ｅ

ス
ポ
）」が
原
因
で
す

　

毎
年
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
東

京
タ
ワ
ー
の
テ
レ
ビ
の
電
波
を
受
信
し

て
い
る
地
域
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
教
育
テ
レ
ビ
の
３

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
が「
し
ま
模
様
」に

な
る
症
状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
気
象
条
件
に
よ
っ
て「
ス

ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
Ｅ
層
」
と
呼
ば
れ
る
特

殊
な
電
離
層
が
、
日
本
海
上
空
に
突
発

的
に
発
生
し
、
普
段
は
届
く
こ
と
の
な

い
１
０
０
０
～
２
０
０
０
㎞
も
離
れ
た

近
隣
諸
国
の
テ
レ
ビ
や
Ｆ
Ｍ
の
電
波
を

反
射
さ
せ
、
日
本
に
飛
ん
で
く
る
か
ら

で
す
。
こ
の
電
波
が
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

や
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
混
信
し
て
、「
し
ま

模
様
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
数
分
～
数

時
間
で
ま
た
消
え
ま
す
。
自
然
現
象
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
障
害
を
改
善
す
る
に
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
に
な
る
こ

と
で
、
障
害
の
な
い
き
れ
い
な
画
面
で

テ
レ
ビ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

牛
久
市
内
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
受
信
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
受

信
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
関
す

る
ご
相
談
は
、
お
近
く
の
電
器
店
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
相
談
係
☎
０
５
７
０
・

00
・
３
４
３
４（
午
前
９
時
～
午
後

８
時
）ま
で
。

市立保育園の子育て支援（日程）

月 5月 6月 7月 8月 9月

場　所 電話番号テ
ー
マ

お友達

と遊ぼ

う

小麦粉

粘土で

遊ぼう

どろん

こ遊び
水遊び

リズム

遊び

日･

曜
日

13日
（火）

10日
（火）

8日
（火）

12日
（火）

9日
（火）

向原保育園 ☎873-1440

栄町保育園 ☎873-0863

20日
（火）

17日
（火）

15日
（火）

19日
（火）

16日
（火）

上町保育園 ☎872-0358

下根保育園 ☎830-7751

27日
（火）

24日
（火）

22日
（火）

26日
（火）

24日
（水）

中央保育園 ☎875-0056

つつじが丘保育園 ☎873-0140
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平成20年度茨城県南水道企業団
水道事業の予算と概要

　当企業団は公営企業の基本原則の基本である「企
業の経済性の発揮と公共の福祉の増進」という本旨
に則して運営します。

【損益勘定】
＜収入＞53億2,092万2千円（税込）
　（内訳）給水収益　　�48億5,260万円（91.20％）
　　　　受託工事収益�1,309万6千円（0.25％）
　　　　その他　　　�4億5,522万6千円（8.55％）
＜支出＞51億5,195万1千円（税込）
　（内訳）浄水費　　��25億9,259万8千円（50.32％）
　　　　人件費　　　�5億7,412万2千円（11.14％）
　　　　減価償却費　�9億3,674万円（18.18％）
　　　　支払利息　　�1億5,720万9千円（3.06％）
　　　　その他　　　�8億9,128万2千円（17.30％）

【資本勘定】
＜収入＞14億3,029万円（税込）
　（内訳）企業債　　　�13億8,000万円（96.48％）
　　　　負担金　　　�2,326万5千円（1.63％）
　　　　国庫補助金　�2,702万5千円（1.89％）
＜支出＞28億9,069万9千円（税込）
　（内訳）施設拡張費　�26億205万4千円（90.02％）
　　　　借入償還金　��2億6,337万5千円（9.11％）
　　　　設備費　　　�2,527万円（0.87％）
※収入に対し、支出の不足額14億6,040万9千円は
内部留保金で補てんする予定です。

○本年度の業務の状況については、総給水量2,435
万7,000㎥、給水戸数86,775戸を予定しています。

○施設拡張工事については、第二次拡張事業とし
て、給水区域内の配水管網の整備を進めるとと
もに、老朽化した牛久配水場の更新工事を行い、
安定供給の充実を図ります。

○当年度純利益として生じる見通しの4,928万6千円
（税込）は、企業債償還金の費用に充てる予定です。
※当企業団ホームページに｢地域水道ビジョン｣を
掲載しています。

問い合わせ　茨城県南水道企業団総務課
☎0297-66-5131

自
衛
官
募
集

２
等
陸
海
空
士（
任
期
制
）男
子

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
期
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
）

受
験
資
格　

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方
②
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
大

学
を
卒
業（
見
込
含
む
）し
た
方
ま
た
は

外
国
に
お
け
る
学
校
を
卒
業
し
た
場

合
で
大
学
卒
業
に
相
当
と
認
め
ら
れ

る
方
③
修
士
学
位
を
受
け
た
28
歳
未

満
の
方

受
付　

４
月
１
日（
火
）～
５
月
12
日（
月
）

試
験
日　

【
１
次
試
験
】
５
月
17
日

（
土
）・
18
日（
日
）（
飛
行
要
員
の
み
）、

【
２
次
試
験
】６
月
17
日（
火
）～
20
日

（
金
）、【
３
次
試
験
】７
月
16
日（
水
）～

８
月
２
日（
土
）（
飛
行
要
員
の
み
）

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２
９

７
・
64
・
３
３
５
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

od.g
o.jp/pco/iba

ra
ki/

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験

者
募
集（
竜
ケ
崎
税
務
署
）

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・
経
済
・
会

計
な
ど
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
、
国
税

の
賦
課
・
徴
収
な
ど
の
事
務
を
行
う
国

税
専
門
官
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格　

（
１
）
昭
和
54
年
４
月
２

日
～
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方（
２
）昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
方
①
大
学

を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
21
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
方
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
申
込
期
間　

４
月
１
日（
火
）～
14

日（
月
）※
４
月
14
日
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

申
込
書
提
出
先　

希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国

税
事
務
所

試
験
日　

【
１
次
試
験
】
６
月
15
日

（
日
）、【
２
次
試
験
】
７
月
28
日

（
月
）～
31
日（
木
）の
い
ず
れ
か
１
日

（
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
）

問
い
合
わ
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
☎
０
４
８
・
６
０
０
・

３
１
１
１
内
線
２
０
９
５
ま
た
は
２

０
９
７
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.

nta
.g

o.jp

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

当
企
業
団
で
は
、
平
成
20
年
度
上
半

期
に
牛
久
市
栄
町
５
・
６
丁
目
地
区
で

給
水
管
が
鉛
管
で
施
工
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
布
設
替
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ

の
工
事
範
囲
お
よ
び
費
用
は
、
配
水
本

管
の
分
岐
個
所
か
ら
第
１
止
水
栓
ま
で

を
茨
城
県
南
水
道
企
業
団
の
負
担
で
施

工
し
ま
す
。
※
鉛
製
給
水
管
布
設
替
工

事
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
南
水
道
企
業
団

管
理
課
維
持
係
☎
０
２
９
７
・
６
６
・

５
１
３
１
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

大
好
評
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
今
年
度

も
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
２
日
～
９
月
24
日
の
毎
週

水
曜
日
午
前
10
時
～
10
時
55
分（
５

月
７
日
、
８
月
を
除
く
）

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

持
参
す
る
物　

運
動
に
適
し
た
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

◆
ヨ
ガ

　

昨
年
、
ご
好
評
い
た
だ
い
た
ヨ
ガ
を

期
間
限
定
で
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の

方
、
心
身
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
い
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
先

着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
日
お
早
め

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
８
日
・
22
日
、
５
月
13
日
・

27
日
、
６
月
３
日
・
17
日
、
７
月
１

日
・
15
日
、
８
月
５
日
・
26
日
、
９

月
２
日
・
16
日
・
30
日
、
10
月
７
日
・

21
日
、
11
月
４
日
・
18
日
の
各
火
曜

日
午
前
10
時
～
10
時
55
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判
の
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

利
用
料　

市
内
の
方
３
１
０
円
、
市
外

の
方
４
７
０
円（
お
得
な
回
数
券
11

回
分
も
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
☎
８
７
３
・
２
４

８
６
内
線
16

第
29
回
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル

教
室

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
26
日（
土
）午
前
９
時
～
11
時

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
。
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費　

大
人
の
み
１
０
０
円（
保
険

代
と
し
て
当
日
徴
収
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

４
月
23
日（
水
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
ヘ
ル
シ
ー

ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル「
Be
ヘ
ル
シ
ー
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
８
７
３
・
２
４
８
６

太
極
拳
講
座

　

呼
吸
を
伴
っ
た
全
身
運
動
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
動
き
で
身
体
の
し
ん
か
ら
リ

ラ
ッ
ク
ス
。
肩
こ
り
・
腰
痛
・
ス
ト
レ

ス
解
消
・
体
力
ア
ッ
プ
な
ど
に
効
果
的

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
11
日（
金
）・
18
日（
金
）午

後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
イ
ズ
ミ
ヤ
４
階
）

対
象　

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
健
康
太
極
拳

協
会�

楊
名
時
太
極
拳�

出
間
師
範

参
加
費　

無
料
※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ

ア
な
ど
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
８
７
３
・
２
４
８
６

問
い
合
わ
せ　

佐
竹
☎
８
７
３
・
４
４

３
５難

病
・
膠
原
病
皆
笑（
解
消
）

の
ス
ー
ハ
ー
講
座

　

難
病
・
膠
原
病
は
な
か
な
か
完
治
は

難
し
い
も
の
で
す
ね
。
ご
一
緒
に
楽
し

く
、
細
胞
内
と
細
胞
外
と
の
情
報
伝
達

の
促
進
、
細
胞
物
質
の
合
成
、
分
泌
、

受
容
、
分
解
な
ど
の
機
能
を
高
め
て
く

れ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
細
胞
呼
吸
法
の

練
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

閉
ざ
さ

れ
た
細
胞
た
ち
の
イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
再
び
パ
ク
パ
ク
と
開
閉
し
て
呼
吸
し

だ
し
ま
す
よ
！

日
時　

４
月
20
日（
日
）午
後
３
時
～
５

時
場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室

講
師　

曽
紅

定
員　

20
人
※
先
着
順
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

曽
紅
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
４
・
９
９
８
６

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
し
ま
せ
ん

か

　

市
内
唯
一
の
小
学

生
対
象
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク
ラ
ブ｢

牛
久
ア

ミ
ー
ゴ｣

で
は
市
内

か
ら
10
人
の
小
学

生
が
集
ま
っ
て
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

向
台
小
学
校
体
育
館

対
象　

３
～
５
年
生
の
市
内
小
学
生

　

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

参
加
費　

体
験
は
無
料
※
練
習
が
休
み

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

沢
田
☎
８
７
４
・
６
８

６
９
、
高
橋
☎
８
７
２
・
３
５
０
１

（
午
後
７
時
以
降
）
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ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
展

覧
会

　

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
第
２
回
全
国

公
募
絵
画
展
で
は
、
テ
ー
マ「
共
生
」で

作
品
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
全
国
か
ら

８
６
６
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

３
月
22
日
・
23
日
、
公
開
審
査
に
よ
り

決
定
し
た
大
賞
を
は
じ
め
と
す
る
厳
選

さ
れ
た
入
賞
入
選
作
品
の
展
覧
会
を
行

い
ま
す
。
選
び
抜
か
れ
た
素
晴
ら
し
い

作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
場
者
の
投
票
に
よ
り「
市

民
賞
」
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日（
日
）
～
５
月
16
日

（
金
）午
前
10
時
～
午
後
６
時
※
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
。
４
月
28
日
、

５
月
12
日
は
休
館
で
す
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

★
５
月
18
日（
日
）か
ら
31
日（
土
）ま
で

シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
で
一
部
を
展
示
し

ま
す
。

【
み
ん
な
で
絵
を
描
こ
う
！
】

　

「
共
生
」と
い
う
テ
ー
マ
で
絵
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
？　

今
回
は
４
グ
ル
ー

プ
募
集
し
ま
す
。
人
数
・
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
4
月

12
日（
土
）ま
で
に
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
Ｆ
Ａ
Ⅹ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

日
時　

４
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）午

前
10
時
集
合

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

※
完
成
後
は
、
５
月
末
ま
で
牛
久
駅
ふ

れ
あ
い
広
場
に
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く

実
行
委
員
会
事
務
局（
市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
８
７
１
・
２

３
０
１
Ｆ
Ａ
Ⅹ
８
７
１
・
１
３
３
４

植
物
観
察
会

　

う
し
く
里
山
の
会（
里
山
自
然
観
察

隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
定
期
的
に

植
物
観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は｢

牛
久
の
ス
ミ
レ
の
花
を
見

る｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
城
中
・
刈
谷
付

近
で｢

ス
ミ
レ
の
花｣

を
観
察
し
ま
す
。

解
説
は
う
し
く
里
山
の
会
会
員
の
渡
辺

泰
さ
ん
が
行
い
ま
す
。
野
草
や
植
物
に

関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
12
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
０
時
30
分

集
合
場
所　

城
中
町
得
月
院
前
駐
車
場

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
）

用
意
す
る
物　

飲
み
水
な
ど
は
各
自
持

参
。お
持
ち
の
方
は
図
鑑
、ル
ー
ペ
も
。

※
服
装
は
軽
装（
歩
け
る
服
装
）で
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

う
し
く
里

山
の
会（
平
塚
）☎
８
７
３
・
６
４
２

６森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と
薪ま

き

作
り

　

身
近
に
あ
る
平
地
林
・
里
山
を
あ
な

た
の
手
で
守
り
育
て
ま
せ
ん
か
。
今
年

２
回
目
と
な
る
山
の
手
入
れ
作
業
を
行

い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

薪
ス
ト
ー
ブ
用
の
薪
作
り
も
し
ま
す
の

で
、欲
し
い
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
20
日（
日
）午
前
８
時
～
正

午
※
初
参
加
の
方
は
午
前
７
時
30
分

事
務
局
集
合
。

場
所　

新
地
町

内
容　

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
、
間
伐
、

山
菜
採
り

用
意
す
る
物　

作
業
服
、
手
袋
、
か
ま
、

の
こ
ぎ
り
、
な
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

（
持
っ
て
い
る
方
）

※
作
業
終
了
後
、
ト
ン
汁
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
昼
食
・
飲
み
物
を
各
自
用

意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

｢
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク｣

事
務
局（
阿
部
）
☎
８
７

３
・
６
４
２
４

ス
ポ
ー
ツ
教
室
無
料
体
験

者
募
集

　

小
学
生
時
期
の
動
体
視
力
を
鍛
え
て

ス
ポ
ー
ツ
も
学
力
も
大
幅
ア
ッ
プ
！

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
と
潜
在
能
力
の
開
発
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
レ
ッ
ス
ン
を
ぜ
ひ
一
度
、
お
子
様

に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
・
火
・
金
・
土
・
日
曜

日
午
後
１
時
～
７
時
ま
で
の
う
ち

１
～
２
時
間

場
所　

牛
久
小
・
牛
久
二
小
・
岡
田
小
・

中
根
小
・
神
谷
小
体
育
館
※
時
間
帯
、

種
目
は
会
場
ご
と
に
違
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容　

キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
、

ア

ス

リ

ー

ト
ク
ラ
ブ
、

フ

ッ

ト

サ

ル
、
テ
ニ
ス

対
象　

幼
稚
園
児（
年
少
）～
小
学
６
年

生
参
加
費　

体
験
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ミ
ラ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ン
グ

ダ
ム
事
務
局
☎
８
７
２
・
５
９
３

９
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.npo-

m
sk.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ルkim

ura
@

npo-

m
sk.ne.jp
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わ
く
わ
く
で
日
中
一
時
支

援
事
業
を
始
め
ま
す

　

牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て

い
る
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
わ

く
わ
く
」
で
は
、
新
た
に
４
月
１
日
か

ら
日
中
一
時
支
援
事
業
を
開
始
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
知
的
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
い
る
ご
家
庭
に
お
い
て
、
家

族
や
保
護
者
の
方
が
外
出
な
ど
の
理
由

で
、
日
中
介
護
を
す
る
人
が
い
な
い
な

ど
、
一
時
的
に
見
守
り
な
ど
の
支
援
が

必
要
な
方
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

実
施
日
時　

月
～
金
曜
日
の
通
常
活
動

日（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）の
午

前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

対
象　

市
内
に
在
住
で
知
的
に
障
が
い

の
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
※
医
療
行

為
が
必
要
な
方
や
感
染
症
の
疾
病
に

か
か
っ
て
い
る
方
な
ど
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

定
員　

３
人

利
用
方
法　

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に

「
わ
く
わ
く
」に
電
話
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。
初
め
て
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
来
所
し
て
い
た
だ
き
、

ご
本
人
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
、
牛
久
市
か
ら
日
中
一
時
支

援
事
業
の
支
給
決
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

利
用
料　

牛
久
市
の
実
施
規
則
に
基
づ

く
料
金
の
原
則
１
割
負
担
と
し
て
、

次
の
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

・
４
時
間
未
満
…
３
０
０
円

・
４
時
間
以
上
６
時
間
未
満
…
４
５
０

円
・
６
時
間
以
上
８
時
間
未
満
…
６
０
０

円
・
８
時
間
以
上
…
６
０
０
円
に
１
時
間

を
超
え
る
毎
に
１
０
０
円
を
加
算
し

た
額

そ
の
他　

利
用
に
際
し
て
の
送
迎
は
あ

り
ま
せ
ん
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に「
わ
く
わ
く
」ま
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
社

会
福
祉
協
議
会
知
的
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス「
わ
く
わ
く
」（
女
化
町
８

５
９
‐
３
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）☎
８
７
１
・
４
３
８
４

牛
久
市
要
約
筆
記
者
の
派

遣
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

聴
覚
障
害
で
筆
記（
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

な
ど
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
可
能
な
方
へ
要
約
筆
記
の
派
遣
を
行

い
ま
す
。

対
象　

聴
覚
障
害
の
記
載
が
あ
る
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
。

利
用
方
法　

登
録
が
必
要
で
す
。
利
用

が
で
き
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
社
会

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
４
・

０
４
２
１
Ｅ
メ
ー
ルfukushi@

city.

ushiku.iba
ra

ki.jp

女
声
合
唱
コ
ス
モ
ス
会
員

募
集

　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
、
何
か
を
始

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
私
た
ち
と

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
ご
入
会
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
音

楽
室（
２
階
）

参
加
費　

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会

費
３
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
尾
☎
８

７
３
・
９
４
１
９

渡
辺
進
色
エ
ン
ピ
ツ
画
展

　

左
半
身
に
障
害
を
持
つ
私
が
、
リ
ハ

ビ
リ
の
一
環
に
描
い
た
小
品
で
す
。
一

つ
の
事
に
打
ち
込
む
私
の
展
覧
会
が
、

障
害
を
持
つ
人
の
外
出
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
少
し
で
も
励
み
に
な
れ
ば
、
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。

日
時　

４
月
５
日（
土
）～
20
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
６
時
※
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
14
日（
月
）は
休
館
。

場
所　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
牛
久（
南
２
‐

７
‐
60
）

後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会
、
牛
久
市

社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
牛
久
☎
８

７
１
・
４
６
４
９

う
た
ご
え
喫
茶
in
牛
久

　

新
宿「
と
も
し
び
」
の
元
祖
司
会
者
、

ヤ
ギ
さ
ん
こ
と
青
柳
常
夫
さ
ん
と
�
青

春
の
う
た
��懐
か
し
の
歌
��世
界
の
歌

�
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
響
き
と
と
も

に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
さ
あ
、
ご
一
緒
に

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。
※
要
予
約
。

飲
食
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
５
日（
土
）
午
後
５
時
30

分
～
８
時
30
分

場
所　

喫
茶｢

ハ
モ
ナ
・
カ
フ
ェ｣

（
市

役
所
前
）

会
費　

１
２
０
０
円

主
催　

｢

牛
久
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル｣

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊
藤
☎
０

８
０
・
１
０
７
６
・
４
２
０
９
、
若

井
☎
０
９
０
・
２
５
３
６
・
８
０
１
０
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わ
が
街
の
木

花
も
団
子
も
楽
し
め
る

サ
ク
ラ（
バ
ラ
科
）

　

サ
ク
ラ
は
春
を
象
徴
す
る
花
と
し
て
私

た
ち
に
最
も
馴
染
み
深
く
、
日
本
の
花
と

し
て
世
界
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
本
桜
と
千
本
桜
、
一
重
桜
と
八
重
桜
、

里
桜
と
山
桜
…
そ
れ
ぞ
れ
に
表
情
が
あ
り

ま
す
。
花
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
新
緑
か
ら

紅
葉
へ
と
季
節
ご
と
に
楽
し
め
ま
す
。
各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
最
も
多
く
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
初
旬
、
桜
前
線
が

牛
久
沼
を
北
上
す
る
こ
ろ
、
花
見
・
花
曇
り
・

花
吹
雪
の
ひ
と
と
き
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

【
観
光
ア
ヤ
メ
園
、
奥
原
工
業
団
地
ほ
か
】

資 

料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
巨
木
リ
サ
ー
チ
﹀

問 

い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
８
７
３
・

２
１
１
１

ク
レ
ア
シ
オ
ン
バ
レ
エ
ス

ク
ー
ル
第
３
回
発
表
会

日
時　

４
月
６
日（
日
）
午
後
３
時
開

場
、
午
後
３
時
30
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

演
目　

く
る
み
割
り
人
形
全
幕
ほ
か

ゲ
ス
ト　

セ
ル
ゲ
イ
・
サ
ボ
チ
ェ
ン
コ
、

長
瀬
伸
也
ほ
か

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

広
瀬
☎
０
９
０
・
４
３

９
０
・
１
５
７
３

詩
吟
の
会
会
員
募
集　
　

（
体
験
・
見
学
自
由
）

　

難
し
そ
う
だ
か
ら
〝
だ
め
〟
と
思
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？�

初
心
者
の
方
で
も

大
丈
夫
。
牛
久
同
好
会
独
特
の
覚
え
や

す
い
練
習
方
法
で
簡
単
に
覚
え
ら
れ
、

ど
な
た
で
も
早
く
う
ま
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
腹
式
呼
吸
で
の
発
声
に
よ
り
血

流
を
良
く
し
、
健
康
維
持
が
図
れ
ま
す
。

日
時　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室
ま
た
は
和
室

会
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

岳
風
流
詩

吟
牛
久
同
好
会（
滝
口
）☎
８
７
２
・

８
５
４
２
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　たんぽぽ保育園のお友だちは、ランチョ

ンマット（食器をのせる敷物）を作りました。

　白い布に布クレヨンでひよこやウサ

ギ、星や魚などの自分の好きな絵を描い

て、アイロンを使ってビニールコーティ

ングしています。上手にできたランチョ

ンマットを敷いてみんなで仲良くご飯を

食べると、一層おいしく食べられるね。

たんぽぽ保育園の
お友だち

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課
☎873-2111

　昭和57年ごろの旧牛久駅前広場の写真です。駅南側には、

多くの桜の木があり、桜の季節には乗り降りする乗客の目を

楽しませていました。 （うしく写真クラブ「みち」所蔵）
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再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。


